
 

 

 

 

 

 

令和５年度全国中学校体育大会（通称「全中」）が、この夏、四国で開催されます。 

本県では、軟式野球、卓球、バドミントン、相撲の４種目が開催され、全国から約 1,800 名が集まり、「君の夢 

四国の蒼空(そら)で 咲きほこれ」のスローガンのもと熱戦が繰り広げられます。 

大会プログラム表紙も続々と仕上がり、いよいよ大会本番！！皆様の応援をよろしくお願いいたします！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

令和５年度全国中学校体育大会 高知県でいよいよ開幕!!  

 

Topics 

１ 

※卓球及びバドミントンは関係者のみで満席となることから、一般観客は入場できません。 

バドミントンプログラム表紙 

城西中学校美術部製作 

軟式野球プログラム表紙 

城北中学校美術部製作 

令和５年度全国中学校体育大会高知県実行委員会事務局 TEL 088-824-5968 

保健体育課 全国中学校体育大会担当 TEL：088-821-4751 

 

問い 
合わせ 

 

三里中学校美術部製作 

卓球プログラム表紙 
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現行の第２期教育等の振興に関する施策の大綱（教育大綱）については、今年度が計画の最終年度になるこ

とから、現在、次期教育大綱の策定に向けた取組を進めています。 

６月 13 日（火）の知事と教育委員会で構成する「総合教育会議」においては、第２期教育大綱（第３次改訂）

の主な施策（①デジタル技術を「日常的」に活用した学習スタイルの展開、②不登校対応強化及び多様な教育

機会の確保などの新たな観点による取組の検討、③県立高等学校改革）についてや、次期教育大綱の策定に向

けて協議されました。その一部をご紹介します。 
 

第 3次改訂の主な施策「デジタル技術を『日常的』に活用した学習スタイルの展開」について 

＜小中：現状・課題＞                ★次期教育大綱等の策定に向けての検討ポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高等：現状・課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   
【知事】 

・家庭での学習についてはまだまだ改善の余地があり、そこに１人１台タブレット端末の活用をリンクさせられ

ないか。その点においては環境面の一層の充実を図っていく必要がある。加えて、「日常的」な活用に至らせ

るためには、学校や先生の意識をさらに変革していくための手立てが必要。また、全国と比べて端末の家庭へ

の持ち帰り率が低いことが、学力向上とつながっているのか検証を進めていきたい。 
 
 

【教育長】 

・学校側に求められることは子どもたちに制限なく ICTを活用してもらうことである。子どもたちに自由な発 

想で ICTを活用してもらい、様々な発見をしてもらうことが重要である。 
 

・教員が ICT を活用し授業改善を図っていくため、教員の意識改革、ICT 活用にあたっての環境整備に取り組 

む必要がある。活用状況を短期的に確認し、改善を進めていく。 
 
 

次期教育大綱の策定に向けての検討（第１回総合教育会議より） 

 

Topics 

２ 

 
○ICTを活用した協働的な学びの充実 

↓ 

ICTを活用した課題解決型学習の推進 

（児童生徒が、自ら課題を見つけ、その課題を自ら解決 

する過程や振り返りを重視） 

 

✔個別最適化や学習進捗を踏まえた指導・学習が 

展開されるような取組の検討 
 

✔教職員の ICT機器の活用に対するさらなる指導 

力強化・意識変革 
 

✔紙媒体で教職員や生徒が実施をしている各種作業 

や取組等について、１人１台タブレット端末の活 

用等も含めたデジタル化への移行を検討 
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【教育委員】 

・デジタル技術を活用した取組を進める中での効果的な事例があれば展開してほしい。先生方も事例を把握する 

ことで、効果があることが分かり、指導力向上につながるのではないか。 
 

・市町村等との連携を強化し、１人１台タブレット端末の活用や「高知家まなびばこ」の取組を一層推進してい

くことを期待する。 
 

・高等学校における ICT 機器の活用を推進していくうえで、教員が生徒から学ぶといったスキームがあっても 

よいのではないか。教員が生徒より先に学んでいないと教えられないといった考えがあるのなら、その考えを

転換し、一緒に学んでいくといった手法があってもよい。 
     

全ての児童生徒が、新しい時代に対応するための基盤となる情報活用力や思考力等を身につけるともに、AI

技術等を活用した新たな価値創造をもたらす人材となるように、デジタル技術を効果的に活用していく必要が

あります。今回、デジタル技術を「日常的」に活用した学習スタイルの展開について議論されたことは、今後

の取組や次期教育大綱等に反映し、子どもたちの将来を切り拓く学びにつながるようにしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

         ↑ 第１回総合教育会議          ↑ 端末の持ち帰りによる家庭学習 

 

 

 

 

 

香美市で特色ある防災教育を展開してきた山田特別支

援学校が、「令和５年度安全功労者内閣総理大臣表彰（学

校安全）」を受賞しました。本表彰は、「国民安全の日」

（７月１日）の事業の一環として、学校安全の取組に関

して功績のあった学校を表彰するもので、全国の受賞校

６校の中に選ばれました。 

山田特別支援学校は、生き抜く力の育成を目指し、教

育目標と防災教育を有機的に関連付けた取組を全校で進

めています。知的障害のある児童生徒の防災学習の内容

に関わる研究を重ね、学校独自に「生活単元学習における防災教育単元系統表」を作成するとともに、その系

統表に基づいた PDCA サイクルを構築し、小中高等部 12 年間の系統性のある防災教育を行っています。 

また、多様な避難訓練の実施、地域や保護者の防災意識の醸成を図る取組も継続して行われています。地元

自治体や地域住民、近隣学校と密接に連携した実践も重ねられ、学校の防災対応力の向上や地域防災への啓発

といった取組が評価され、今回の受賞につながりました。 

＜山田特別支援学校の主な取組・功績＞ 

 ○「生活単元学習における防災教育単元系統表」を作成し、系統性のある防災教育を実施。 

 ○スクールバス運行中の避難訓練、近隣の学校（園）や行政・地域との合同津波避難訓練等の多様な避難

訓練、４市町と連携した広域福祉避難所設営訓練を実施。 

○保護者向け講演会の開催、防災参観日の設定など、保護者の防災意識向上を目指した啓発。 

 

県の教育施策等については、県教育委員会事務局ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/ 

教育政策課 教育企画担当 

TEL：088-821-4731 

問い 

合わせ 

詳しくは学校安全対策課ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/ 

  学校安全対策課学校安全担当 

TEL：088-821-4533 

問い 
合わせ 

山田特別支援学校が「安全功労者 内閣総理大臣表彰（学校安全）」受賞！ 

 

Topics 

３ 
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 平成28年11月に黒潮町で日本を含む30カ国の99校、361名の高校生が一堂に会し、「『世界津波の日』高

校生サミット in 黒潮」が開催されたことを契機に、県では毎年県版の「高知県高校生津波サミット」を実施し

ています。 

今回は、高知丸の内高等学校で実践校11校の実践委員33名が集まり学習

会を行いました。午前はつくば市にある防災科学技術研究所の高橋研究員か

ら「南海トラフ地震の被害と対応」という内容で講義を受け、グループワーク

を行いました。 

午後は二葉町自主防災組織会長の西村さんから自主防災組織の取組紹介と

ロープワーク、読み聞かせ活動を行っている澤本さんの防災紙芝居の朗読を

行いました。各校の防災リーダーとして積極的に学習し、他校の実践委員との

交流では建設的な意見も多く出されました。今後はこの学習の成果を持ち帰

り、各学校での防災活動に生かしてくれることだと思います。 

 

 

                              

 

 

 

 

                              

  

 

 

 

 

 県教育委員会では、「高知県自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例（H31.4.1施行）」に基づき、自転

車ヘルメット着用を推進することを目的とした「自転車ヘルメット着用推進事業」を進めています。4月に施行

された改正道路交通法により、全ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務となり、着用の機運が高まって

います。各学校でヘルメット着用啓発のための様々な取組が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知県高校生津波サミット学習会（６月18日）が開催されました  

４ 

詳しくは学校安全対策課ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/312301/ 

  学校安全対策課 学校安全担当 

TEL：088-821-4533 

問い 

合わせ 

みんなでかぶっちょこ～自転車ヘルメット着用に関する取組～  

５ 

各校の浸水マップを見て、被害想定の話し合い 

防災紙芝居を聞いている様子 ロープワークに苦戦しながら取り組む 

【実践校 11校】 

岡豊、高知国際、 

須崎総合、大方、 

中村、高知、 

明徳義塾、安芸、 

山田、高知農業、 

高知海洋 

高岡高校 交通安全街頭指導 
高知工業高校 交通安全街頭指導 

塩見 絵里香 氏による講演 

（高知江の口特別支援学校） 

自転車マナーアップキャンペーンでの啓発活動 

（土佐女子、高知追手前高校） 
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県立学校における生徒の１人１台端末の効果的な活用の一つとして、高知県電子図書館のコンテンツに、各学

校の探究学習の成果物を掲載しています。 

 学習成果物をネット上に公開し、他校の生徒をはじめ、多くの人に見てもらうことによって、生徒の学習意欲

の向上が期待できるとともに、カリキュラムの特色や学校が求める生徒像を PRするツールとしても活用できま

す。 

学習成果物は、高知県電子図書館の登録がない方も閲覧できます。生徒の皆さんの意欲に満ちた学習成果をぜ

ひご覧ください。 

 また、提供いただいた学習成果物は、オーテピア高知図書館で印刷し、紙媒体の地域資料として閲覧できるよ 

うにしていきます。 

【公開中の学習成果物】 

（令和５年５月５日時点）  

高知小津高校      ８点         

高知国際中・高校   115点        

山田高校       18点          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心の教育センターでは、不登校やいじめ問題等の解決のために、教育相談についての実践的

指導力を身につけることができる「教育相談スキルアップ講座」を、年 4回開催します。講座

は連続した内容となっているため通年での受講をお勧めしていますが、業務の都合等で難しい

場合には、希望する回のみを受講していただくことも可能です。また受講方法も、会場集合（心

の教育センター）と Zoom参加いずれかをお選びいただけます。 

学校の先生方はもちろん、教育研究所や教育支援センター、教育委員会の方も受講していただ

くことができます。受講を希望される方は、心の教育センターまでご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 受講については、所属長の許可を受けるようにしてください。 

★ 参加を希望される方は、各回の開催日の２週間前までに、担当までご連絡ください。（電話、メール等） 

★ 問い合わせや申し込みの際は、「教育相談スキルアップ講座について」とお伝えください。 

「教育相談スキルアップ講座」を開催しています 

 

Topics 

７ 

第 1回 6月 13日（火） 

【講義・演習】 

「カウンセリングの技法から学ぶ」 募集終了 

第 2回 7月 28日（金） 
「アセスメントを生かした児童生徒理解 

～子どもの言動の背景を探る～」 
募集終了 

第 3回 10月 10日（火） 「他職種と連携した支援について考える」 受付中 

第 4回 12月 1日（金） 「早期発見・早期支援のための校内支援体制を考える」 受付中 

 

【日程・内容】 各回 14:30～16:30  会場集合またはWeb会議システム（Zoom） 

詳しくは、高知県心の教育センターホームページをご覧ください。 

https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311902/ 

高知県心の教育センター 担当 渡邊 

TEL：088-821-9900 

問い 
合わせ 

高知県電子図書館への学習成果物の掲載を始めました 

 

Topics 

６ 

詳しくは高知県電子図書館ウェブ・サイトをご覧ください 

https://web.d-library.jp/kochi/g0102/libcontents/search/?gid=1046 

  高知県立図書館 支援協力担当 

TEL：088-802-6005 

問い 
合わせ 
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心の教育センターは、子どもたちや保護者の皆さんが、不安や悩みを相談

できる窓口として、来所相談や電話相談、Ｅメール相談などを無料で行って

います。※電話相談、Ｅメール相談にかかる通信費は利用者負担（フリーダイヤルは無料） 
相談の内容としては、学校への行きにくさや人間関係などお子さん自身の

悩み、保護者の方は子育てに関わる悩みなど、さまざまなことをお聞きでき

ます。進級進学にともなう環境の変化や、リズムが崩れやすい長期休業明け

など、さまざまなストレスから、子どもたちの心身や行動に、何らかのストレス反応として現れてくることが

あります。 

そんなときには、当センターを気軽にご利用ください。「何か気持ちがモヤモヤする」、「言葉にならない気持

ち」なども、カウンセラーとの面接の中で一緒に考えさせていただくことができます。直接会って相談するこ

とに不安がある場合には、Ｅメール相談や電話相談もご利用いただけます。 

また、学校や教育支援センターの皆さんからの相談に対しても、来所相談をはじめ、指導主事やスクールカ

ウンセラー等の学校派遣による助言や支援も実施しています。 

土曜日、日曜日の開所、東部地域（田野町）、西部地域（四万十市）での開所を充実させるなど、より相談が

しやすい体制の充実を本年度も目指しています。ぜひ、ご活用ください。 

 

心の教育センターにおける相談支援について 

 

Topics 

８ 

★来所による相談  予約電話番号：０８８－８２１－９９０９  ※前日までに予約が必要です 

◎高知県心の教育センター（高知市大原町１２０－１） 

月曜日～金曜日、土曜日(第１・第３)、日曜日（第１～４） ※祝日、年末年始を除く 

午前９時～午後５時  

◎東部相談室（田野町総合文化施設 ふれあいセンター内） 

木曜日 午前１０時～午後５時（祝日を除く）                      
◎西部相談室（幡多総合庁舎 別館） 

火曜日 午前１０時～午後５時（祝日を除く） 

★電話相談  電話番号：０８８－８２１－９９０９ 

月曜日～金曜日（祝日、休日、年末年始を除く）、午前９時～午後５時 

★24時間子ども SOSダイヤル  電話番号：０１２０－０－７８３１０（無料） 

★Eメール相談  kodomo24@g.kochinet.ed.jp ※4月からメールアドレスが変わりました 

詳しくは、高知県心の教育センターホームページをご覧ください。 

https:// www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311902/ 

高知県心の教育センター 

TEL：088-821-9900 

 

問い 
合わせ 

＜発行者＞高知県教育委員会事務局教育政策課 

TEL：088-821-4731  FAX：088-821-4558  E-mail：310101@ken.pref.kochi.lg.jp 

高知県教育委員会WEBサイト：https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310000/ 

※本広報紙への感想やご要望がございましたら、発行者までお寄せください。         

 

 

 

■「高知の教育の進む道～今、取り組むべきこと～」講演会（８/３０）   

高知県立県民文化ホール・オレンジホールにて、養老孟司先生と藻谷浩介さんをお迎えし、「高知の教育の
進む道」講演会を開催します。詳細は高等学校振興課ホームページをご覧ください。 
（https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311801/2023071900121.html） 

日時：令和５年 8月 30日（水）13時 20分～16時 30 分終了予定 
内容：１.藻谷さん教えて！ 高知を取り巻く日本と世界はどんなことになっているの？ 

２.養老先生と藻谷さんのガチンコ教育談義～世界で活躍するために本当に求められる力とは何か～ 
３.養老先生と藻谷さんと高知の高校生がホンネで語る「高知の教育の進む道」  

コーディネーター:今城逸雄氏（高知大学地域協働学部） 

※参加申込はこちらから→        ※「世界で活躍するために本当に求められる力とは 

（申し込み必須です）          何か」について皆さまのご意見をお寄せください→ 

 

 

お知らせ 

 新シリーズ、「課長が行く」 

始まりました！ 
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